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的な特性 に 関す る研究 は，物理 ・
力学的な 特性 だ け で な

く化 学 的 特性 の 解 明 に 重 点 が お か れ て い る もの が 多 く，

地 盤工 学の 領域 の 拡大 と他分野 との 融合が 進 ん で い る こ

とが実感 さ れ た。新手法 に関す る 研究は，従来 の 手法 を

改善す る と と も に，異な る観点からア プロ ー
チがなされ

て お り精度向上 等の 発 展が 期待 さ れ る 。

　　　　　　　　　　（文責 ： 中 央開発  　束原　純）

　【土 壌地下水汚染 （無機物質）】 （発表 ：10編）

　対象汚染物質 は ， 鉛 ， 砒素，フ ッ 素 ， ホ ウ素 ， ア ン チ

モ ン等 で あ り，土壌分析の 簡便化 ， 汚染物質の 不 溶化 と

耐久性評価 に 関す る もの が多か っ た。研究手法は室内実

験 を 中 心 に ，現 場 実証試験 に よ る もの もあ っ た。質疑応

答 で は，実験結果 の 解釈，不 溶 化 材料 の 構 成 ，実 施 工 へ

の 反映方法 に 関 し ，活発 に 議論 され た 。重 金 属汚染地 盤

に お け る リス ク低 減 に は 地 盤改良分 野 の技術蓄積 と改良

が 生か し うる と思 わ れ，さ らな る進展 が 期 待 さ れ る。今

回 は 施 工 事例 に関 す る もの が 少 な く，や や 説 得 力 に欠 け

る きらい が あ っ た が，研究成果 が 実施工 に 反映 され ，そ

の 結 果 が 発表 され る こ と を 期待 し た い 。

　　　　　　　　　（文責 ：滋賀県立 大 学　川 地 　武）

　【土壌地下水汚染 （油
・VOC ・DXNs ）】 （発表 110 編）

　研究対象 とさ れた 物質は油 が 5 件 と 多 く，VOC 　2 件，

DXNs 　2 件 ，化 学 物質全 般 1 件 で あ り，技 術 と して 多 い

の は 原位置浄化 の 6件，汚染拡散防 止 の 2 件 で あ っ た。

内容 と し て は ，室内実験や 移流分散解析等 に よ り有効性

や 実施条件等 を実証的 ま た は 解析的 に 検討 した 研究が多

く，汚 染現 場 で の 施 工 に つ な が る貴重 な データ が多 く報

告 され た。評価結果の 普遍性を 判断 して い くた め に 再現

性の 確認 が 課題 に な っ て く る と 思 わ れ た 。

　　 （文 責 ： 国際環境 ソ リ ュ
ーシ ョ ン ズ  　 中 島　誠）

　   　 自然環境
・
生態系

・
温暖化他

　【自然環境
・
生態系

・
温暖化】（発表 ： 11編）

　汚染問題 （ネパ ー
ル の 水調査，海岸の 漂着 ゴ ミ），緑

化 の 評価 （植生 の 吸 水 効果，岩盤緑化 ），干 潟 の 地 盤 環

軆 と生 物 の 関 係 評 価 ，天 然 素 材 の 評価 （た め池 底泥，ヨ

シ ，丸 太基礎），地 球温暖化 の 地盤へ の 影響評価 の 提案

な ど，実に変化に富ん で お り，総括 す るの に苦心 す る内

容 で あ っ た 。 し か し，今後 と も社会 が 低炭素化 へ の 努力

を 続け るの に 伴 い ，地盤 τ二学会 に も境界領域 で ある本分

野 で の 貢献 が 求 め られ て い くこ と と思 わ れ る。各 テ
ー

マ

の 着実 な進 展 に期 待 した い 。

　　　　　　　　　　 （文責 ： 清水建設  　浅 田素之）

　【地盤振動
・
堆積地盤】（発表 ：10編）

　地盤振動 を観測 した り防振壁の 効果 を 評 価 した りす る

た め ，現 場実大実験，小型模型実験，解析 を行 っ た報告

が 7 編 あ っ た。い ず れ の ア プ ロ ー
チ も，モ デ ル や 境界

や 物性値 の 設 定 に 苦 労 が あ り，研 究 の た め の 技 術 の 必 要

性 が 痛感 され た。ま た ，堆積 地 盤 と して ヘ ドロ や 超 軟 弱

36

地 盤 の 調 査 ・試 料 採取 ，室内実験 を 行 っ た 報告が 3 編

あ っ た 。特 に ，関東 大 地 震 以 前の 古 地 図 を も とに 地震応

答 を 推 定 した 発表 が あ り，古地 図 等 の 資料の 重要性が 再

認識 され た 。

（文責 ： アイ テ ィ エ コ エ ソ ジニ ア リン グ   　田 中　誠）

　【地盤環境
一

般】（発表 ： ao編）

　研究 テ
ーマ は ，産業廃棄物 を用 い た 舗装，ソ イル セ メ

ン ト材料，焼却灰，遮水 シ
ー

ト の 接合，原位 置 土 壌浄化

法 と 実 に 多岐 に わ た る。こ れ は，今 日，地 盤 工 学の 様 々

な場面で 環境的配慮が 求 め られ て い る こ とを如実 に物語

っ て い る 。 焼却灰 を 利用 した 空気電池や 地 盤 改良，紫外

線照射 に よ る 重金属 の 不溶化 な どの 研究 が 目新 し い
一

方

で ，ソ イ ル セ メ ソ トの 配合 と遮 水 特 性 の 関係，六 価 ク ロ

ム の 溶 出特 性 に 及 ぼ す 影 響 因 子 の 分 析 な ど，地 道 な研 究

も粘 り強 く取 り組 ま れ て い る。

　　　　　　　　　　 （文責 ： 大成建設  　樋 凵 雄
一

）

　  　廃棄物処分場 ・リサ イ ク ル 材

　【廃棄物処分場 （海面
・
放射性）】（発 表 ：9 編）

　海面廃棄物処分場 に 関 して は，止水の た め の 鋼矢板 に

関す る発表 が 多 く，矢板 の 継 手技術や海面 処 分 場 特有 の

潮位変化 を 利用 して 止 水性 の 管理 が 期待 で き る との 報告

が なされた。こ の ほ か減容化や重金属の 固定化 に つ い て

も発表 が あ っ た。

　放射性 廃棄物処 分場 に 関 し て は，低 レ ベ ル 放 射性 廃棄

物関連 が 1編 ，高 レ ベ ル 放 射 性 廃棄物関連 が 2編 で あ

っ た。地層処分 に 関す る デ ィ ス カ ッ シ ョ ソ セ ッ シ ョ ソ が

あ っ た た め
．
般 発表が少 な か っ た と思 わ れ る。

　　　　　　　　　　　（文責 ：  大 林組 森 拓雄）

　【廃棄物処分場 （覆土 ・遮水 ・埋立 物）】（発表 ： 10編）

　廃棄物処 分場 の覆土 に関す る発表 が 4 編 ， 底部遮水

材 に 関す る発表 が 4 編 ， 焼却灰 中の 有害物質分解 に 関

する発表が 1編，建設発生土 に 関す る発表が 1編 あ っ

た 。い ずれも室内実験 を 中心 と した 材料
・
シ ス テ ム 開発

や 性 能評 価 に 関す る 内容 で あ っ た が ，い くつ か の 発表に

つ い て は 実 務 へ の 適 用 に あ た っ て 超 え な け れ ば な らな い

ハ
ー

ドル の 高 さ を 感 じ さ せ た 。10編中 9 編 が 学生 あ る

い は卒業 ・修了生の発表で あ っ た こ と も特徴的で あ っ た 。

　　　　　　　　　　　 （文責 ： 京都大学　勝見　武）

　【リサ イ ク ル 材】（発 表 9 編 ）

　 廃 棄 物 リサ イ ク ル 材 の 地 盤 材 料 へ の 適 用 に 際 し，地 盤

環境 に対 す る安全性の 評価試験，有害物質の 放出挙動 モ

デル の提案や リサ イ ク ル 材 の 長期 耐 久性 と各材料 か らの

溶出挙動が報告 さ れ た。ま た，ILB に よ る保 水 性 舗装

技術，石 炭灰 の 洗浄技術，リ サ イ ク ル 材 を 用 い た不 溶化

技術，さ ら に は廃棄物 リ サ イ ク ル 地盤へ の植生挙動な ど

非常 に 多岐 に わ た る 新技術 が 発表され た 。
こ の 分野 の 関

心 の 高 さ が 伺 え，今後更 な る技術 の 発展 が期待 さ れ る 。

　　　　　　　　　　　（文責 ：福岡大学　佐藤研
一

）
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